
女子戦力分析比較 第２５回 体協杯バレーボール大会決勝女子決勝戦評.xlsx

チーム名：阿字ヶ浦 チーム名：MIDORI

1セット 2セット 3セット 総合 1セット 2セット 3セット 総合
0 得点 21 21 0 得点 16 17
1 サーブ 3 4 3.5 5 大変優れている 1 サーブ 3 3 3.0 5 大変優れている
2 サーブレシーブ 3 3 3.0 4 優れている 2 サーブレシーブ 2 2 2.0 4 優れている
3 トス 3 3 3.0 3 普通 3 トス 4 4 4.0 3 普通
4 アタック 3 4 3.5 2 やや劣る 4 アタック 3 3 3.0 2 やや劣る
5 ブロック 3 3 3.0 1 劣る 5 ブロック 3 3 3.0 1 劣る
6 レシーブ 3 3 3.0 6 レシーブ 2 2 2.0
7 戦術 2 2 2.0 7 戦術 2 2 2.0
8 メンタル 3 3 3.0 8 メンタル 3 3 3.0

計 23 25 24.0 計 22 22 22.0

評価
NO 項目

評価
NO 項目
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点数経過（第1セット） 2019/9/22第２５回 体協杯バレーボール大会決勝女子決勝戦評.xlsx

得点経過 1 トス

2 ①レフトへの早い平行トスが有効

1 ②早いトスワークが真骨頂

2
3
4
5 アタック

3 ①レフトアタッカーは小柄である為、スピードとコース打ちが生命線。

6 　要はブロックが完成す前に如何に打ち込めるかがポイント

7 ②ポイントゲッターは、セッター後ろのセンター攻撃（ハーフライト）

4 ③最大の強みは決定力がある、アタッカーが一人居る事

8
9

5
10

6
11 （まとめ）

7 ①中盤13点までは一時リードするも、連続6失点を許し13対14とリードされた

12 ②その後14点から3点、2点、3点と連続得点が続き21対16で押し切った

8 ③連続得点もするが、連続失点もあり、集中力が途切れる場面もあった。

13 　ちなみに、11点～14点はミスによる4失点であった

9
10
11
12
13
14

14
15
16

15
17
18

16 サーブレシーブ

19 ・やや不安定、返球率をもっと上げたい

20
21

トス

①きれいなハンドリングである

②ゆっくりしたトスワークである

③6人制のセッターに近い印象を持つ

アタック

①決定力不足は否定出来ない

②残念ながら枚数不足

（まとめ）

①連続失点が多い。特に14点以降の失点で、流れが完全に相手に行った。

　何とか連続失点は最小で食い止める工夫が必要であった

②アタッカーの決定力不足は歴然か…

③相手レフトアタッカーに対する対策が必要であった

チーム名 阿字ヶ浦 MIDORI 阿字ヶ浦の分析

MIDORIの分析



点数経過（第2セット） 2019/9/22第２５回 体協杯バレーボール大会決勝女子決勝戦評.xlsx

得点経過 1 アタック

1 ①ポイントゲッターは、セッター後ろのセンター攻撃（ハーフライト）

2 ②決定力は上である

2
3
4

3
4

5
6
7
8
9

5
10

6
7 （まとめ）

8 ①中盤までは互角の戦い。5点～9点は連続5得点で、内サービスエース2本

9 　を含んでいた

11 ②11点からは連続得点を絡めて、一気に20点まで攻め立てた。

12 　内サービスエース2本を含んでいた

13 ③同一セット内にサービスエース4本が出ると、試合展開は断然優位である

14
15

10
16
17
18

11
19

12
20

13
14 サーブ

15 ①サーブで相手を崩し、相手のポイントゲッターに打たせない工夫が必要

16 ②チームとして戦略を立て、狙いどころを決める事が必要

17
21

ブロック

①チームとして的を絞った狙いが必要

②ブロックとレシーバーが連携し、打たせるコースを限定させる事が必要

（まとめ）

①勝つ為の準備と戦略を考えて、試合に望むことが必要である

②今の戦力（技術力）で何が出来るかを考え、実行する事が必要である

阿字ヶ浦の分析

MIDORIの分析

チーム名 阿字ヶ浦 MIDORI


